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（２）（２）（２）

町
で
は
、
早
く
か
ら
ご
み
の
減
量
化
や
再
利
用
で
き
る
資
源
ご
み
の
分
別
化
に
取
り
組
ん
で
き

　
町
で
は
、
早
く
か
ら
ご
み
の
減
量
化
や
再
利
用
で
き
る
資
源
ご
み
の
分
別
化
に
取
り
組
ん
で
き
まま

し
た
。
明
和
村
誌
に
よ
る
と
、
昭
和

年
、
収
集
は
年
３
回
と
し
金
属
・
硝
子
・
瀬
戸
物
に
分
類

し
た
。
明
和
村
誌
に
よ
る
と
、
昭
和
　
年
、
収
集
は
年
３
回
と
し
金
属
・
硝
子
・
瀬
戸
物
に
分
類
、、

４７４７

金
属
類
は
資
源
の
再
利
用
と
い
う
こ
と
で
古
物
商
へ
売
却
・
・
・
と
。
そ
れ
以
後
ず
っ
と
資
源
と

金
属
類
は
資
源
の
再
利
用
と
い
う
こ
と
で
古
物
商
へ
売
却
・
・
・
と
。
そ
れ
以
後
ず
っ
と
資
源
と
しし

て
再
利
用
で
き
る
も
の
は
分
別
回
収
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
ご
み
の
分
別
を
一
層
徹
底
し

て
再
利
用
で
き
る
も
の
は
分
別
回
収
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
ご
み
の
分
別
を
一
層
徹
底
し
たた

こ
と
で
資
源
ご
み
の
回
収
量
が
増
え
、
ご
み
処
理
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
で
資
源
ご
み
の
回
収
量
が
増
え
、
ご
み
処
理
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。。

　
資
源
ご
み
が
増

資
源
ご
み
が
増
ええ

可
燃
ご
み
が
減

         可
燃
ご
み
が
減
るる

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

上
で
必
ず
出
る
の
が
ご
み
。

こ
の
ご
み
の
回
収
や
処
理
費

用
は
、
町
か
ら
支
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
の
場
合
、
可
燃

ご
み
１
亅
あ
た
り
４
万
１
千

円
、
ご
み
収
集
車
１
台
あ
た

り
は
約
　
万
円
か
か
り
ま
す
。

１２

　
昨
年
度
、
１
年
間
に
出
さ

れ
た
可
燃
ご
み
の
収
集
量
（
グ

ラ
フ
参
照
）
は
、
資
源
ご
み
を

除
い
た
総
量
で
約
１
、
６
３

８
亅
（
家
庭
系
）。
そ
れ
に
対

し
約
７
、
０
５
３
万
円
の
処

理
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
。

１
家
庭
あ
た
り
約
１

１
家
庭
あ
た
り
約
１
万万
　
円
の
処
理
費
用

円
の
処
理
費
用
（
昨
年
度
）

（
昨
年
度
）

８５００８５００

収集量（単位：㌔）年度

１，０７３，７９０平成１０年

１，１６８，９８０平成１１年

１，２６０，７８０平成１２年

１，３８１，０９０平成１３年

１，４０４，２１０平成１４年

１，４３６，５６０平成１５年

１，４５８，６６０平成１６年

１，５４３，９７０平成１７年

１，５６１，１３０平成１８年

１，６２１，６２０平成１９年

１，７０４，５２０平成２０年

１，７０３，９２０平成２１年

１，６３８，３９０平成２２年

明和町可燃ごみ収集量の推移

力を合わせてごみ出しのお手伝い（もったいない館）



（３）広報めいわ　平成２３年９月１０日

　
年
間
の
ご
み
収
集
回
数
は
１
１
５
回
。
排

出
さ
れ
た
ご
み
の
量
を
分
析
し
て
み
る
と
、

可
燃
ご
み
１
、
９
０
８
亅
（
内
訳
　
家
庭
系
可

燃
ご
み
１
、
６
３
８
亅
、
事
業
系
可
燃
ご
み

２
７
０
亅
）、
資
源
ご
み
７
８
８
亅
、
不
燃
ご

み
　
亅
、
粗
大
ご
み
１
３
６
亅
と
な
り
ま
し

２９
た
。

　
収
集
日
、
１
日
あ
た
り
可
燃
ご
み
平
均
収

集
量
は
約
　
亅
。
町
の
総
世
帯
数
で
割
る
と
、

１４

１
家
庭
あ
た
り
年
間
約
１
万
８
、
５
０
０
円

の
処
理
費
用
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
資
源
ご
み
の
回
収
量
は
平
成
　
年
２１

度
と
　
年
度
を
比
較
す
る
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

２２

製
容
器
包
装
が
　
亅
か
ら
　
亅
へ
、
古
紙
や

２９

３２

雑
紙
が
　
亅
か
ら
　
亅
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
前

３０

３７

年
度
を
上
回
る
回
収
量
と
な
り
、
資
源
ご
み

売
り
払
い
代
金
は
合
計
す
る
と
約
３
５
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。　

  

　
逆
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
を
分

別
せ
ず
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
と
し
て
処
分

し
た
場
合
は
、
約
２
、
０
０
０
万
円
の
処
理

費
用
が
加
算
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
資
源
ご
み
は
、
再
利
用
さ

れ
売
り
払
い
代
金
も
町
へ
還
元
さ
れ
、
処
理

費
用
も
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
み
処
理
費
用
が
増
え
る
と
、
町
の
財
政

を
圧
迫
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後

と
も
、
引
き
続
き
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減

量
と
分
別
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
ご
み
を
減

ら
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

☆
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

　
町
に
は
、
可
燃
ご
み
を
処
理
す
る
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
か
ら
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
町
内
１
０
４
か
所
）
に
出
さ
れ
た

可
燃
ご
み
は
、
館
林
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
し
焼
却
さ
れ
ま
す
。
ご
み
は
重
量
に
よ
り

金
額
が
加
算
さ
れ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
軽

く
す
る
こ
と
で
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
ご
み
を
指
定
袋
で
出

す
際
に
は
、
水
き
り
を
し
て
水
分
を
減
ら
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雑
草
な
ど
を
出
す
場
合
に
も
す
ぐ

に
袋
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
雑
草
を
乾
か

し
土
を
落
と
す
こ
と
で
、
重
量
を
２
分
の
１

か
ら
４
分
の
１
程
度
に
減
量
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
平

成
　
年
度
、
ご
み
収
集
日
程
表

２３
や
め
い
わ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認

し
、
資
源
ご
み
で
出
せ
る
も
の

は
、
可
燃
ご
み
に
混
ぜ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
分
別
す
る
と
き
の
工
夫

　
日
常
の
生
活
の
な
か
で
出
る

ご
み
で
、
多
い
も
の
に
紙
ご

み
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
あ
り
ま
す
。　

　
日
頃
よ
り
た
く
さ
ん
出
る
ご

み
に
つ
い
て
は
、
専
用
の
ご
み

箱
等
を
用
意
し
、
持
ち
出
す
際

に
分
別
す
る
と
資
源
ご
み
の
回
収
所
に
持
ち

込
む
際
に
も
負
担
が
少
な
い
た
め
分
別
が
行

い
や
す
く
な
り
ま
す
。

☆
食
べ
き
れ
る
分
の
購
入
を

　
で
き
る
だ
け
無
駄
な
も
の
・
使
い
す
て
の

も
の
を
買
わ
な
い
こ
と
や
、
食
料
品
な
ど
の

場
合
は
食
べ
き
れ
る
分
の
購
入
を
心
が
け
る

こ
と
で
ご
み
の
減
量
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、

町
の
補
助
金
を
活
用
し
て
生
ご
み
処
理
機
等

を
購
入
し
利
用
す
る
こ
と
で
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成２２年度に排出されたごみの量の内訳

６６．７伊１，９０８鞍可燃ごみ

２７．５伊　７８８鞍資源ごみ

１．０伊　２９鞍不燃ごみ

４．８伊１３６鞍粗大ごみ

１００伊２，８６１鞍合　計

町内に１０４か所設けられているごみステーション

ご
み
減
量
化
に
む
け

　
ご
み
減
量
化
に
む
け
てて

分別された資源ごみ



（４）（４）（４）

　
可
燃
ご
み
と
し
て
家
庭
か
ら
出

さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
資
源
ご

み
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
が

ま
だ
ま
だ
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
平

成
　
・
　
年
度
は
、
可
燃
ご
み
の
収

２１

２２

集
量
は
前
年
度
を
下
回
り
、
ご
み

処
理
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、　

年
度
に
入
り
、
可
燃

２３

ご
み
を
前
年
同
期
と
比
較
し
た
と

こ
ろ
増
加
傾
向
を
示
し
、
今
後
の

ご
み
減
量
化
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
８
月

３
日
、
町
内
１
０
４
か
所
あ
る
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
東
部
・
中

部
・
西
部
の
各
地
区
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
１
か
所
選
び
家
庭
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
が
、
ど
の
程
度
分
別
さ
れ

て
い
る
か
組
成
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
調
査
し
た
ご
み
の

総
量
は
　
・
１
亂
、
内
容
を
調
べ
た

１１

と
こ
ろ
、
生
ご
み
等
の
可
燃
ご
み

７
・
５
亂
、
雑
紙
１
・
１
亂
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
２
・
５
亂
で
し
た
。

　
こ
の
調
査
か
ら
、
ま
だ
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
と
雑
紙
が
可
燃
ご
み

の
中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
は
、
ご
く
一
部
の

サ
ン
プ
ル
調
査
で
す
が
、
一
人
ひ

と
り
が
分
別
を
徹
底
す
れ
ば
、
可

燃
ご
み
は
約
　

㌫

の
減
量
も
可
能

３０

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
資
源
ご
み
の
分
別
収

集
強
化
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
新
里
地
内
の
も
っ
た
い
な
い
館

の
収
集
日
に
土
曜
日
を
加
え
、
月
、

水
、
金
、
土
、
日
曜
日
の
週
５
日
間

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
混
ぜ
れ

ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
で
す
。

更
な
る
ご
み
減
量
に
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　廃プラスチック類

（資源ごみとして再利用できます）

　雑紙（資源ごみとして再利用できます）

生ごみ等の可燃ごみ

 約
　
㌫
の
ご
み
減
量
も
可
能

３０

家庭から出された可燃ごみを分別して

みると再利用できる物がまだあります。

ごみ減量を目指して

革
革

革



（５）広報めいわ　平成２３年９月１０日

　津川君の感想

「慣れるのが大変だったけど今は楽しい」 

　浅見さんにリポートしました。

「最初は大変だったけど慣れたら楽しい」

黒澤さんの感想　　　　　　　　　　　　　

「子どもたちが明るくて、元気いっぱいで楽しいです」

　新井君の感想

「大変だけど楽しい」

中学生の職場体験

　   図書館で・・・。
　図書館では、新井君がアルコールで消
毒をしながら本の整理を行い、浅見さん

がパソコンを駆使しながら図書館利用者

の相談を行っていました。

　　海洋センターで・・・。
　海洋センターでも職場体験が行われ、
津川君がプールに入る人に対し、明るく

元気に受付を行っていました。

　　こども園で・・・。
　こども園では、５人の生徒が職場体験を
し、園児と楽しくふれ合っていました。

　　  （このぺージは職場体験学習の中学生が製作しました）

　８月３日から５日まで、明和中学校の２年生が町役場で職場

体験学習をしました。

取材をしている

砂賀さん　森君　河原君

仕事の尊さ、大変さ、そして楽しさ



（６）（６）（６）

南相馬市内で支援作業前全体ミーティング 

支　援　活　動　内　容（社会福祉協議会）支援期日

第一回受付義援金　　２９９，３２２円
群馬県共同募金会へ送金

３月２８日

明和町へ避難しているお宅（１３世帯）に情報提供６月２７日

福島県南相馬市鹿島地区で排水溝の土砂除去作業
(職員１人）

６月１７日
～１８日

福島県南相馬市鹿島地区で支援者のサポート業務
(職員1人）

７月３日
～８日

新潟県三条市地区で土砂水被害を受けた施設内の
土砂除去作業　(職員１人）

８月９日

第二回受付義援金　　２１３，７２４円
群馬県共同募金会へ送金

８月３０日

活
躍
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な

く
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
明
和
町
で
は
、
災
害
義
援
金

や
支
援
物
資
の
供
給
を
町
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
す
す
め

て
参
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
災
害
現
地
で
は
全
国

各
地
か
ら
自
衛
隊
、
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ま
で
、
多
く
の
人
々

の
協
力
で
、
復
旧
作
業
が
今
も

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
か
ら
は
、
役
場
職
員
、

社
協
職
員
ら
が
、
被
災
地
に
赴

き
、
土
砂
や
ガ
レ
キ
の
片
付
け

な
ど
復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

三条市内特養施設の土砂除去作業 南相馬市鹿島地区内排水溝の土砂除去作業 

  東日本大震災・新潟福島豪雨災害

　　　　ボランティア活動報告
　　明和町役場職員・明和町社会福祉協議会職員

　　　　　震災義援金ただいま受付中



（７）広報めいわ　平成２３年９月１０日

支　援　活　動　内　容（明和町役場）支援期日

茨城県大洗町へ支援物資提供３月１７日

福島県矢吹町へ支援物資提供３月１８日

福島県泉崎村へ支援物資提供３月２０日

群馬県支援担当部署へ支援者物資提供３月２２日

職員４人を宮城・福島へ特派員として支援情報収集
福島県いわき市へ支援物資提供　

３月２３日

群馬県支援担当部署へ支援物資提供３月２８日

被災市町村支援（女川町役場にて行政事務作業）
総務課　職員１人

５月２０日

～５月２８日

被災市町村支援（女川町役場にて行政事務作業）
企画財政課　職員１人

６月３０日

～７月８日

３月１２日～７月３１日現在（５ヶ月分）
総額７，９８６，１４０円　日本赤十字社群馬県支部へ送金

３月より毎月

受付・送金

復
興
の
 槌
音
 い
ま
だ
響
か
ず
　

つ

ち

お

と

東
日
本
大
震
災
 半
年
後
の
被
災
地

　　　　　　　　　　壊滅状態の女川港

　　ガレキの下から掘り出した写真

　　　　　機能を失った女川町役場

　
 　
現
地
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
恐
怖
さ
え
感
じ
た
惨
状

　
震
災
発
生
か
ら
2
週
間
後
、
被
災
現
地
へ
情
報
収
集
に
向
か
っ
た
っ

た
役
場
職
員
４
人
が
、
ま
ず
目
に
し
た
情
景
は
、
公
園
の
水
飲
み
場
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
手
に
長
蛇
の
列
、
軽
自
動
車
の
中
に
は
大
人
３
人
、

幼
児
２
人
が
布
団
を
掛
け
て
寝
て
い
て
、
荷
台
に
は
目
一
杯
の
荷
物
が

積
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
避
難
所
で
は
、
安
否
を
知
ら
せ
る
掲
示
板
が
あ
り
、
そ
れ
を
読

む
だ
け
で
も
、
と
て
も
辛
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
支
援
は
心
の

ケ
ア
に
な
る
様
な
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
支
援
を
経
験
し
た
派
遣
職
員
の
声
   

　
復
興
と
い
う
言
葉
に
は
程
遠
く
沿
岸
付

近
は
相
変
わ
ら
ず
壊
滅
状
態
で
自
然
の
脅

威
を
感
じ
ま
し
た
。
現
地
の
住
民
は
悲
哀

の
様
子
を
表
に
出
さ
ず
、
む
し
ろ
私
達
派

遣
職
員
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
な
ど
優
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
食
事
や

寝
床
な
ど
用
意
し
て
ま
せ
ん
の
で
、
全
て

自
己
負
担
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
で
は
物
理
的
な
支
援
は
限
界
が
あ

る
の
で
、
メ
ン
タ
ル
的
な
支
援
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。



（８）（８）（８）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

議
　
長
　
関
根
愼
市
 

副
議
長
　
冨
塚
基
輔

【
各
種
委
員
会
】

　
　
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

■
総
務
・
産
業
常
任
委
員
会

◎
栗
原
孝
夫
　
○
野
本
健
治

　
斎
藤
一
夫
　
　
冨
塚
基
輔
　

　
田
口
晴
美
　
　
岡
安
敏
雄

■
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

◎
堀
口
正
敏
　
○
今
成
　
隆

　
奥
澤
貞
雄
　
　
薗
田
　
繁
　

　
川
島
吉
男
　
　
関
根
愼
市

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
堀
口
正
敏
　
○
野
本
健
治

　
栗
原
孝
夫
　
　
奥
澤
貞
雄

■
議
会
広
報
委
員
会

◎
冨
塚
基
輔
　
○
斎
藤
一
夫

　
奥
澤
貞
雄
　
　
薗
田
　
繁

　
田
口
晴
美
　
　
川
島
吉
男

【
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
】

■
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

議
会
議
員

　
薗
田
　
繁
、　
今
成
　
隆

■
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　
奥
澤
貞
雄
、
野
本
健
治

■
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
川
島
吉
男
、
岡
安
敏
雄

■
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
議
会
議
員

　
関
根
愼
市

    明
和
町
監
査
委
員
に
岡
安
敏

雄
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
構
成

町議会臨時会

副議長に当選した

冨塚基輔さん

議長に当選した

関根愼市さん

改
選
後
初
の
町
議
会

　
任
期
満
了
に
伴
う
明
和
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
７
月
　
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
改
選
後
の
初
議

２４

会
が
８
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
当
選
し
た
　
人
の
議
員
は
、
決
意
を
新
た
に
初
議
会
に
臨
み

１０

１２

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
議
長
選
挙
を
は
じ
め
主
に
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
、
議
長
に
関
根
愼

市
さ
ん
、
副
議
長
に
冨
塚
基
輔
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
議
会
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。

岡安敏雄さん

監
査
委
員
に

岡
安
敏
雄
さ
ん

　
％
節
電
を

２０　
　
　
達
成
概

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
電

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
有
施
設
が
取
り
組
ん

で
い
る
節
電
に
つ
い
て
４
～

７
月
検
針
の
実
績
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 　
対
象
施
設
９
箇
所
（
こ
ど

も
園
・
東
西
小
学
校
・
中
学
校
・

公
民
館
・
産
文
館
・
社
会
体
育

館
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
役
場
庁

舎
）
の
消
費
電
力
量
は
４
５
１
，

９
６
６
k
w
h
で
前
年
よ
り

１
１
８
，
７
６
７
k
w
h
率
に

し
て
　
．
８
％
削
減
い
た
し

２０

ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
小
・
中
学
校
の

教
室
へ
空
調
機
を
設
置
し
た

こ
と
に
よ
り
、
ど
れ
ほ
ど
の
結

果
が
で
る
か
心
配
で
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
社
会
教
育
施
設
を
中
心
に

大
幅
な
削
減
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
同
様
の
実
績
が
残

せ
る
よ
う
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
企
画
財
政
課
（
内
線
２
２
２
）



（９）広報めいわ　平成２３年９月１０日

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

町
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ

Ｄ
完
成
し
ま
し
た

　
こ
の
度
、
明
和
町
の
魅
力

を
町
内
外
に
P
R
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
全
国
に
誇
れ

る
明
和
町
の
魅
力
」
を
紹
介

し
た
D
V
D
「
キ
ラ
リ
と
光

り
続
け
る
明
和
町
」
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
町
で
行
う
事
業
等

で
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
次
の
と
お
り
試
写

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
完
成
披
露
試
写
会
】

■
日
時
　
９
月
　

日
　
　

３０

（金）

　
午
前
　
時
～

１０

■
場
所
　
役
場
１
階
町
民

プ
ラ
ザ

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
内

線
２
１
２
）
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

   悪
質
な
訪
問
販
売
事
業
者
等
に

狙
わ
れ
て
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が

後
を
絶
た
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
新
た
に
開
設
さ
れ
た
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
そ
の

活
用
法
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１１

２０

（日）

時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
板
倉
町
中
央
公
民
館

□
演
題
　
あ
な
た
の
町
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
活
用
法
　
～
か
し

こ
い
消
費
生
活
を
送
る
た
め
に
～

□
講
師
　
村
　
千
鶴
子
弁
護
士
　

□
募
集
人
員
　
２
０
０
人
   

□
申
込
方
法
　
明
和
町
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
経
済
建
設
課
）
へ

電
話
申
込
む
。
ま
た
は
、「
消
費

生
活
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参

加
申
込
書
」（
毎
戸
配
布
予
定
）

を
利
用
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
群
馬
県
消
費
生
活
課
に

申
込
む

□
問
い
合
わ
せ
先
   

　
明
和
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
役
場
経
済
建
設
課
内
・
内
線
１

５
３
へ
）。
ま
た
は
、
群
馬
県
生

活
文
化
部
消
費
生
活
課
　（
山

０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
８
１
）

　
　

【
お
も
て
梨
運
動
】

□
趣
旨
　
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）

は
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
６
社
と
県
、
市
町
村
、

企
業
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。
こ
の
Ｄ
Ｃ
を
契
機
と
し
、

観
光
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て
な
し
）

の
精
神
に
直
目
し
、
お
も
て
な

し
の
心
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
、
職
員
の
み
な
ら
ず

地
域
住
民
も
含
む
人
々
の
生

活
・
文
化
の
交
流
を
通
し
た
個

性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
明
和
版
Ｄ
Ｃ
（
お

も
て
梨
運
動
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
期
間
　
無
期
限

□
取
組
内
容

①
職
員
に
よ
る
お
も
て
梨
運
動
の
実
施

②
特
産
物
の
啓
発
、
特
産
物
を
使

用
し
た
加
工
品
の
開
発
お
よ
び

商
品
化

③
一
店
一
名
物
運
動
の
実
施

④
 各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
お
よ
び
参
加

⑤
 産
学
官
民
と
の
協
働

□
問
い
合
わ
せ
先
   経
済
建
設
課

（
内
線
１
５
２
）

消
費
生
活
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
板
倉
・
明
和

in

町
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
活
用
法
の
講
演
会
開
催

明
和
版
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）

お
も
て
梨
運
動
　
無
期
限
実
施
中
！

　
町
内
２
か
所
で
採
取
し
た
梨
並

び
に
農
畜
産
物
に
つ
い
て
、
放
射

性
ヨ
ウ
素
お
よ
び
セ
シ
ウ
ム
は
検

出
さ
れ
ず
、
安
全
性
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

※
平
成
　
年
産
米
に
つ
い
て
は
、

２３

町
内
２
か
所
で
採
取
し
９
月
上
旬

に
検
査
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
９
月
中
旬
に
検
査
結
果

が
で
る
予
定
で
す
。

   検
査
の
結
果
は
、
速
や
か
に

メ
ー
ル
配
信
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先
   経
済
建
設
課

（
内
線
１
５
２
）

放
射
性
物
質
に
対
す
る

町
の
梨
、
農
畜
産
物
は
安
心
・
安
全
で
す

経済建設課



（１０）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
　
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康
被

１０
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

有
効
期
限
が
９
月
　

日
ま
で
と

３０

な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
（
う
す
い
緑

色
）
は
、
９
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て

に
ご
家
族
分
一
緒
に
郵
送
い
た
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
な
い
の

に
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
役
場
で
納

税
相
談
の
う
え
交
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

□
旧
被
保
険
者
証
の
返
却
方
法

　
　
月
１
日
以
降
に
役
場
･
中
央
公

１０
民
館
･
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
･
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
･
農
協
等
に
回
収

箱
を
置
き
ま
す
の
で
、
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

□
有
効
期
限
に
つ
い
て

　
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
翌

年
の
９
月
　
日
で
す
が
、
そ
の
間
に

３０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
　
歳
到

７５

達
）
お
よ
び
退
職
者
か
ら
一
般
（
　６５

歳
到
達
）
に
切
り
替
わ
る
か
た
は
、

保
健
証
が
変
わ
る
の
で
有
効
期
限

が
異
な
り
ま
す
。

□
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
内
線
１
２
５

　
　
月
１
日
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

１０
防
接
種
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す
。

◎
満
　
歳
以
上
の
か
た
（
昭
和
　
年
　

６５

２１

１２

月
　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
）

３１
□
自
己
負
担
額
　
１
、
０
０
０
円
（
た
だ

し
、
生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
自
己

負
担
免
除
）

□
接
種
回
数
　
１
回
 

□
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
個
人
通
知
い

た
し
ま
す
。

※
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心

６０

６５

臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
者
と
し
て

厚
生
労
働
省
令
に
定
め
る
か
た
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◎
１
歳
～
　
歳
の
か
た
（
中
学
３
年
生

１５

ま
で
）

□
町
助
成
金
額
　
１
回
の
接
種
に
つ
き

１
／
２
の
金
額
（
上
限
２
、
０
０
０

円
）

□
接
種
回
数
　
１
～
２
回
（
接
種
対
象

者
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

□
接
種
期
間
　
　
月
１
日
　
～
平
成
　

１０

（土）

２４

年
１
月
　
日
　

１４

（土）

□
助
成
申
請
期
間
　
　
月
１
日
　
～
平

１０

（土）

成
　
年
２
月
　
日
　

２４

２９

（水）

□
申
請
方
法
　
予
防
接
種
実
施
後
、
申

請
期
間
内
に
健
康
づ
く
り
課
へ
申
請

□
助
成
申
請
時
に
必
要
な
も
の
　
医
療

機
関
が
発
行
す
る
予
防
接
種
済
証
、

領
収
証
、
認
印
、
振
込
先
金
融
機
関

の
口
座
番
号

※
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
･
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の

対
象
の
か
た
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い

か
た
は
な
る
べ
く
早
く
（
国
の
補
助
が

終
了
す
る
平
成
　
年
度
内
に
）
お
受
け

２３

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
が

　
　
新
し
く
な
り
ま
す

 イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
に
つ
い
て

　
が
ん
は
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
症
状
も
な
く
あ
っ
と
い
う
間
に
あ

な
た
の
体
を
蝕
ん
で
い
き
ま
す
。
年
１

回
の
検
診
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
追
加
検
診
を
下
記

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
子
宮
が
ん
検
診
は
、
集
団
検
診
か
個

別
検
診
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
乳
腺
甲
状
腺
検
診
は
集
団
検
診
の
み

で
す
の
で
、　

月
２
日
が
今
年
度
最
後

１１

の
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

①
 子
宮
が
ん
（
　
歳
以
上
）・
乳
腺
甲
状

２０

腺
（
　
歳
以
上
）
集
団
検
診
　

４０

□
実
施
日
　
　
月
２
日
　

１１

（水）

□
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時

□
検
診
個
人
負
担
料
金
　

　
子
宮
が
ん
　
５
０
０
円（
町
負
担
額

４
、２
２
５
円
）　

　
乳
腺
甲
状
腺
　
８
０
０
円（
町
負
担

額
７
、７
８
９
円
）

　
※
ク
ー
ポ
ン
該
当
者
は
無
料
で
す

□
定
員
　
先
着
　
人
。
希
望
者
は
お
早

６０

め
に
健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

②
 子
宮
が
ん
個
別
検
診
（
指
定
医
療
機

関
で
の
実
施
）

　
館
林
市
邑
楽
郡
内
の
指
定
医
療
機
関

で
個
別
に
検
診
を
受
け
ま
す
。
受
診
票

が
集
団
用
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
健
康

づ
く
り
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
平
成
　
年
２
月
ま
で
）。

２４

□
検
診
個
人
負
担
料
金
　
５
０
０
円

（
町
負
担
額
５
、
９
０
５
円
）

◎
検
診
内
容
　

　
子
宮
が
ん
　
問
診
、
内
診
、
細
胞
診

（
子
宮
の
入
口
部
分
の
細
胞
を
と
り

ま
す
）　

　
乳
腺
甲
状
腺
　
問
診
、
視
触
診
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
レ
ン
ト

ゲ
ン
）

 子
宮
が
ん
・
乳
腺
甲
状
腺
追
加
検
診
が
決
定
！

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
２

右：乳がん撲滅啓発

のピンクリボン

左：子宮頸がん撲滅

　啓発のティール＆

ホワイトリボン



（１１）広報めいわ　平成２３年９月１０日

～
急
増
す
る
大
腸
が
ん
！
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
の
上
位
！
～

 大
腸
が
ん
検
診
　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
送
付
決
定
！
            

　
国
民
年
金
の
加
入
中
な
ど
に
初
診
日

が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定
日
（
初
診

日
か
ら
１
年
６
か
月
を
経
過
し
た
日
ま

た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が
固
定
し
た

日
）
に
お
い
て
、
障
害
等
級
の
１
級
ま
た

は
２
級
に
該
当
し
た
場
合
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
年
金
と
身
体
障
害
者
手
帳
の
等

級
認
定
基
準
は
異
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、

初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
免
除
期
間
（
若
年
者
納
付
猶

予
期
間
・
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）

を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２
以
上
必

要
と
な
り
ま
す
。（
初
診
日
が
平
成
　２８

年
３
月
　
日
ま
で
は
、
特
例
と
し
て
初

３１

診
日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
）

　
な
お
、　

歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病

２０

気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
か
た
は
、
障
害
等
級
の
１
級
ま

た
は
２
級
に
該
当
す
れ
ば
　
歳
か
ら

２０

（
障
害
認
定
日
が
　
歳
以
後
の
場
合
は

２０

障
害
認
定
日
か
ら
）
受
給
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
本
人
に
一
定
額
以

上
の
所
得
や
他
年
金
の
受
給
が
あ
る
場

合
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

 ご
存
知
で
す
か
？
障
害
基
礎
年
金

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
の
社
費
（
寄
附
金
）

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
赤
十
字
事
業
に
つ
き
ま
し
て

格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
多
額
の
社
費

（
寄
付
金
）
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
、
災
害

救
助
、
国
際
救
助
活
動
お
よ
び

各
種
社
会
福
祉
活
動
の
資
金
と

し
て
、
全
額
日
本
赤
十
字
社
群

馬
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

社
費
　
２
、
１
４
５
、
３
０
０
円

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
封
筒
募
金

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
明

和
町
推
進
委
員
会
と
保
護
司
会

が
中
心
と
な
り
町
民
の
皆
様
に

募
金
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
結
果
、
多
額
の
浄
財
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
こ
れ
ら
の
浄

財
は
、
運
動
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
募
金
　
３
４
７
、
７
６
０
円

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
３

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
５

　
今
年
度
、
国
で
は
、
が
ん
の
早
期
発

見
に
向
け
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
大
腸
が
ん
検
診
を
無

料
で
受
け
ら
れ
る「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

を
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
。

◎
対
象
者
　
次
の
年
齢
の
か
た
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
歳（
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

４０

４５

４６

４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
歳（
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

４５

４０

４１

４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
歳（
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

５０

３５

３６

４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　
歳（
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

５５

３０

３１

４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
歳
（
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

６０

２５

２６

４
月
１
日
生
ま
れ
）

◎
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
持
参
の
上
、
事
前

に
健
康
づ
く
り
課
に

て
検
査
キ
ッ
ト
を
お

求
め
く
だ
さ
い
。

◎
検
査
キ
ッ
ト
の
回
収

□
日
時
　

①
　
月
　
日
　
午
後
７
時
～
　
月
　
日

１０

１９

（水）

１０

２０

　
午
前
９
時

（木）

②
　
月
　
日
　
午
後
７
時
～
　
月
　
日

１０

２５

（火）

１０

２６

　
午
前
９
時

（水）
③
　
月
１
日
　
午
後
７
時
～
　
月
２
日

１１

（火）

11

　
午
前
９
時

（水）
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
玄
関
前
に

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

そ
の
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

□
提
出
す
る
も
の
　
検
査
キ
ッ
ト
、
受

診
票
（
太
枠
内
す
べ
て
記
入
）

　
大
腸
が
ん
は
早
期
発
見
で
９
割
以
上

が
完
治
し
ま
す
。

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
対
象
で
な

い
か
た
も
、
５
０
０
円
で
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た

は
、
事
前
に
健
康
づ
く
り
課
に
て
検
査

キ
ッ
ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

お知らせです



（１２）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

□
日
時
   　
月
　
日
　
　
午
前
８
時
出
発

１０

２９

（土）

□
場
所
　
高
崎
市
榛
名
湖
周
辺

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
か
た
（
小

学
生
は
、
保
護
者
同
伴
）

□
参
加
費
　
２
、０
０
０
円

□
申
込
方
法
　
９
月
　
日
　
よ
り
、
直

１４

（水）

接
社
会
体
育
館
へ

◎
町
民
体
育
祭
・
短
距
離
競
争

・
　
㍍
競
走
（
小
学
生
）

５０
・
１
０
０
㍍
競
走
（
中
学
生
以
上
）

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

２５

（日）

□
申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
社

会
体
育
館
へ

◎
第
　
回
明
和
町
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　

１８
参
加
チ
ー
ム

□
日
時
   　
月
　
日
　

１０

２３

（日）

□
参
加
費
　
４
、０
０
０
円

□
参
加
資
格
　
登
録
選
手
全
員
が
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

１４

（金）

□
申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
社

会
体
育
館
へ

競
技
優
秀
者
・
団
体
の
み
な
さ
ま
へ

◎
競
技
優
秀
者
・
団
体
を
表
彰
し
ま
す

　
町
で
は
、
左
記
の
と
お
り
、
競
技
優

秀
者
お
よ
び
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。
該

当
す
る
か
た
は
、
社
会
体
育
館
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
平
成
　
年
　
月
１
日
～
　
年

２２

１０

２３

９
月
　
日
に
、
各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
関

３０

東
大
会
以
上
の
出
場
で
、
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
た
個
人
ま
た
は
団
体
。

□
表
彰
　
　
月
９
日
　
開
催
予
定
の
第

１０

（日）

　
回
町
民
体
育
祭
開
会
式
に
て

１４
□
申
請
期
限
　
９
月
　
日
　

２５

（日）

□
申
込
方
法
　
直
接
社
会
体
育
館
へ

◎
関
東
大
会
以
上
の
出
場
選
手
等
に
壮

行
金
を
交
付
し
ま
す

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
県
予
選
大
会

を
勝
ち
抜
い
て
、
関
東
大
会
以
上
へ
出

場
す
る
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
の

団
体
お
よ
び
個
人
に
、
そ
の
健
闘
を
た

た
え
る
と
と
も
に
今
後
の
活
躍
を
祈
念

し
て
、
壮
行
金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

□
申
込
方
法
　
直
接
、
社
会
体
育
館
へ

社
会
体
育
館
の
臨
時
開
館
・
無
料
開
放

◎
臨
時
開
館（
有
料
）

□
日
時
　
　
月
　
日
　
（
体
育
の
日
）　

１０

１０

（月）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
無
料
開
放

□
日
時
　
　
月
　
日
　
（
県
民
の
日
）　

１０

２８

（金）

午
前
９
時
～
午
後
９
時
　
分
３０

 社
会
体
育
館
か
ら
の
各
種
お
知
ら
せ

　
社
会
体
育
館
　
　
　
山
　
・
４
６
２
６

８４

　
本
町
の
下
水
道
事
業
は
、
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
処
理
区
域
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
処
理
区
域
内
に
お
い
て
す
べ
て
の

お
宅
で
接
続
が
完
了
し
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
接
続
率
　
・
９

㌫
、
平

６３

成
　
年
度
末
現
在
）。
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そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
の
諸
事
情
に
よ
り

接
続
が
遅
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
町
で
は
排
水
設
備
工
事
に
対
す

る
融
資
あ
っ
せ
ん
・
利
子
補
給
、
浄
化
槽

廃
止
補
助
金
等
接
続
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま

な
負
担
に
対
す
る
支
援
施
策
も
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
な
接
続
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
に
関
す
る
お
尋
ね
や

ご
相
談
は
、
環
境
水
道
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 下
水
道
接
続
の
お
願
い

　
９
月
　
日
「
下
水
道
の
日
」
に
関

１０

連
し
、
下
水
道
の
役
割
や
下
水
道
整

備
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
理

解
と
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
南
大

島
地
内
の
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
下
水
道
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　
午
前
　
時
～

２５

（日）

１０

午
後
１
時

□
会
場
　
明
和
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

□
主
な
催
し
物
　
施
設
見
学
、
汚
水

が
浄
化
さ
れ
る
仕
組
み
の
説
明
等

※
そ
の
ほ
か
に
も
、
ヨ
ー
ヨ
ー
風
船
、

メ
タ
リ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
、
ア
ー
ト
バ

ル
ー
ン
等
、
お
子
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
催
し
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

□
問
合
せ
先
　
環
境
水
道
課

　
                    内
線
１
７
４
　

  下
水
道
ま
つ
り

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
７
４

第
　
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン

１３
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
結
果

　
総
勢
　
チ
ー
ム
１
８
０
人
が

１４

「
つ
げ
」と「
き
く
」の
２
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
対
戦
し
、８
時
間
に

お
よ
ぶ
戦
い
の
結
果
、　
対
　
で

７３

５７

「
つ
げ
組
」が
勝
利
し
ま
し
た
。



（１３）広報めいわ　平成２３年９月１０日

『梨のほほ笑み』
町の特産品の梨をさらにＰＲしてい
こうと造られたもので、その味はさ
わやかで文字通り微笑ましいワイン
です。

　町税の収入確保と納税の公平性を保つため、

差し押さえ後も納付の進展がないものについ

て、滞納となっている町税に充てるために公

売を実施します。今回は他市町と合同で行い

ます。

□公売日時　１１月２４日（木）　午後１時

□場所　太田合同庁舎

□参加資格　公売は、原則としてだれでも参

加できます

【注意】

　事前に農業委員会などが発行する買受適格

証明書が必要です。なお、物件は宅地として

活用することができます。ただし、買受適格

証明願の添付資料として、土地利用計画書の

提出が必要となりますのでご了承ください。

□問合せ先　 税務課（内線１１２）

※詳しくは、冊子『物件明細書』（税務課に設

置）をご覧ください。または、町のホームページ

（http://www.town.meiwa.gunma.jp) をご参照くだ

さい。

 明和町ー１売却区分

 ・物件　土地
 ・地目（台帳 田）※宅地利用可

 ・地積　２９７愛（公簿上の地積）

物件の

概要

 明和町梅原地内所在地

 ・見積価格（最低公売価格）１，２９４，０００  円
 ・公売保証金 　　                １３０，０００  円

見積価格

■明和町の 売却物件

差し押さえ不動産を公売します

　
町
で
は
今
年
よ
り
、
利
用
権
の
受
付

を
年
２
回
に
変
更
し
、
毎
年
３
月
と
　１０

月
の
農
業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
、
４

月
と
　
月
に
公
告
し
ま
す
。
申
出
書
は

11

左
記
の
と
お
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
利
用
権
設
定
の
時
期

　
４
月
公
告
分
…
１
月
末
日
ま
で

　
　
月
公
告
分
…
９
月
末
日
ま
で

１１

※
利
用
権
と
は
　
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
く
権
利
で
、
農
業
上
の

利
用
を
目
的
と
す
る
農
地
の
賃
貸
借

権
・
使
用
貸
借
権
等
の
こ
と
で
す
。

※
利
用
権
設
定
と
は
　
農
地
を
借
り
て

経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
意
欲
あ
る
農

業
者
と
、
高
齢
や
勤
め
な
ど
の
事
情
で

耕
作
で
き
な
い
農
地
所
有
者
と
の
間
で
、

農
地
貸
借
等
の
権
利
（
利
用
権
）
を
設

定
し
、
農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で

す
。（
対
象
と
な
る
農
地
は
原
則
と
し

て
市
街
化
区
域
以
外
の
農
地
で
す
）

　
利
用
権
は
、
町
が
農
業
委
員
会
の
決

定
を
経
て
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
作

成
し
、
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が

生
じ
、
設
定
さ
れ
ま
す
。（
農
地
法
上
の

許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
設
定
さ
れ

た
利
用
権
は
、
期
間
満
了
に
よ
り
自
動

的
に
貸
借
関
係
が
終
了
し
、
離
作
料
等

の
問
題
も
発
生
し
な
い
こ
と
か
ら
、
農

地
が
戻
ら
な
い
な
ど
の
不
安
も
な
く
、

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 利
用
権
の
公
告
を
年
2
回
に
変
更
し
ま
し
た

　
　
月
お
よ
び
　
月
に
町
内
の
指

１０

１１

定
工
事
事
業
者
が
伺
い
、
量
水
器

の
交
換
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際

宅
内
に
立
ち
入
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

   な
お
、
交
換
の
対
象
と
な
る
お

宅
に
は
、
交
換
す
る
前
の
月
に
通

知
い
た
し
ま
す
。
交
換
は
無
料

で
す
。

【
交
換
月
と
対
象
地
区
】

■
　
月
　
斗
合
田
・
下
江
黒
・
上

１０江
黒
・
千
津
井
・
江
口
・
田

島
・
南
大
島
・
新
里

■
　
月
   中
谷
・
梅
原
・
川
俣
・

１１須
賀
・
大
輪
・
入
ケ
谷
・
矢

島
・
大
佐
貫

【
町
内
指
定
業
者
】

　
石
崎
水
道
工
業
所
・
珂
大
川
工

業
・
禍
金
子
水
道
設
備
・
島
田

設
備
工
業
禍
・
冨
塚
水
道
工
業

所
・
松
本
水
道
設
備

※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
７
２

８
年
を
経
過
す
る
量
水
器
が
対
象

水
道
量
水
器
を

　
交
換
し
ま
す

　
経
済
建
設
課
　
　
　
　
内
線
１
５
３



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１４）

仕上がった100個の枕を前に笑顔の参加者

　先の震災の被災地を毎月訪れボランティア活動

をしている千津井地区の奈良原宜子さんは、その体

験を「千津井元気アップ体操」のメンバーに話した

ところ、「何かお手伝いしたい」との申し出があり、

これまでに皆さんで衣料品をはじめ様々な物資を

届けています。　

　８月２１日には千津井集落センターにおいて、ソ

バ殻入り枕を作成しました。参加した２３名の皆さ

んは、「被災者のかたが心地よく眠れますように」と

の思いを込めて枕づくりに精を出していました。

手作り「枕」被災地へ
「千津井元気アップ」ボランティア活動

　明和町須賀の落合勝子さん

の庭に、植えてから６０年経っ

て初めてリュウゼツランが咲

きました。それは、メキシコ

を中心に自生する植物で、数

十年に１度花が咲き枯死して

しまいます。

　多肉質の葉の中心から花茎

が船のマストのように高くそ

びえ、２階建ての屋根からは

るかに超えて６㍍以上ありま

した。

　落合さんによると、「５月

頃から花茎がのび7月はじめ

に枝が出はじめて、今では30

本以上の枝があり黄緑の花が

いっぱい咲いています。子供

のろから観ていて初めての出

来事です。珍しいので皆さん

に観て頂きたい」と話されて

いました。

珍しい花「 竜舌蘭 」
リュウゼツラン

６０年に１度の開花

手作りのみこしをかつぐ参加者

　８月３１日、子育て支援センターで９０組の親子が

夏まつりを楽しみました。

　今年のテーマは、ディズニーの世界。ミッキーマ

ウスマーチを踊り、トゥーンタウンを走るジョリー

トロリー型のみこしを、１歳児・２歳児の親子がか

つぎました。

　そのほかにも、ミニプラネタリウム・大漁つり・

ディズニーヨーヨー・お面屋などの催し物があり、

みんな楽しく参加していました。

みんなで「わっしょい」
子育て支援センター夏まつり

地震の体験をする皆さん

　８月３・４日の２日間、中央公民館において、第

４回「災害なんかに負けないぞ教室」が開催され小

学生１２人が参加しました。　

　開講式終了後、明和消防署橋本署長の説明を受け、

飛び入り参加者を含め６０人が「地震体験車」に体

験乗車しました。　参加者は「何かにつかまってい

ないと立っていることが出来ない」「怖かった」「巨

大地震が発生したら身動き出来ない。そのため、家

具の転倒防止対策や防災グッズ等を備え置くこと

など家族で話し合いたい」と語っていました。

ワー！Ｍ７・３てこんなにすごいの
災害なんかに負けないぞ教室

空高くそびえるリュウゼツラン
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（１５）広報めいわ　平成２３年９月１０日

町営住宅建設工事始まる
新田B棟安全祈願祭

安全祈願をする町長

　７月３０日雨模様の中、南大島新田団地建設予定地

で、施主の恩田町長はじめ議会関係者、施工業者ら

が、三島神社吉永神官の司祭で、土地の神にお祈り

し、土地を清め、建築工事の安全を祈願する地鎮祭

を行いました。

　工事費３億７６５万円、延べ床面積１，３６２，８７㎡、鉄

筋コンクリート３階建て１８部屋、昨年完成したＡ棟

とほぼ同じ規模です。なお入居可能は平成２４年４

月頃になる見通しです。　

白熱したドッジボール大会

矢島・入ヶ谷Ａチームが優勝
子ども会ドッジボール大会

町長を囲んで子ども議員の皆さん

２人の議長と回答者の皆さん

　８月２４日、町庁舎３階の議場にて「明和

町子ども議会」が開かれました。将来、この

町を担う小・中学生１５人が議長や議員とな

り、住みよい町づくりのため、自分たちの夢

や希望を提言し将来の明和町を考えること

を目的に開催されました。中学生の藤家輝

さんと大谷健人さんが交代で議長となり議

事の進行を行い、一般質問同様、子ども議員

それぞれが「点字ブロックについて」「学校

給食について」「東・西小学校の交流について」

など１１議案について質問を行い、答弁席に

立った恩田町長はじめ、副町長、教育長、総

務課長、経済建設課長、学校教育課長、生涯

学習課長ほか、子ども課長（中学生２人住民

福祉課長と環境水道課長）が担当者として回

答しました。

　町長は「皆さんからのご意見、ご提案を今

後のまちづくりの参考にさせていただきます。

本日の子ども議員の皆さんから将来町議会議

員が生まれてくることを期待します」と話し

ていました。

将来の町づくりを考える
「明和町子ども議会」が開かれる

　８月２１日、第１３回明和町子ども会ドッジボール

大会が社会体育館で行われました。

　各地区から集まった２１チーム３０７人の小学生が参

加、４ブロックの予選リーグを勝ち抜いた上位８

チームにより、決勝トーナメントで試合が行われま

した。　会場では仲間たちや保護者の声援のなか、

白熱した試合が繰り広げられました。

　【試合結果】　優勝：矢島・入ヶ谷Ａ　

　準優勝：中谷Ａ　３位：千津井、新里Ｂ

子ども議員の皆さん



（１６）

INFORMATION

（１６）

掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示掲示板板板板板板板板板板板
 …問い合わせ先

□申 …申し込み先

糸…メールアドレス

:…ウェブサイト

問

（１６）

　
不
況
等
で
関
心
の
高
い
ビ
ジ
ネ

ス
関
連
情
報
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、図
書
館
に「
ビ
ジ
ネ
ス
情

報
コ
ー
ナ
ー
」を
常
設
し
、就
職
支

援
図
書
等
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、図
書
館
入
り
口
に
は
、近

県
の
情
報
誌
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
・
雇

用
案
内
を
用
意
し
、自
由
に
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。み
な
さ

ん
の
生
活
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

　
町
立
図
書
館
（
山
　
・
５
５

８４

５
５
）

　
平
成
　
年
度
第
２
回
危
険
物
取

23

扱
者
試
験
お
よ
び
準
備
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

【
準
備
講
習
会
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

２６

（水）

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分
（
受

３０

３０

付
は
午
前
９
時
～
）　

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館
　

□
受
講
料
　
８
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

【
試
験
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１１

２０

（日）

時
よ
り

□
場
所
　
太
田
市
関
東
学
園
大
学

□
受
験
料
　
甲
種
５
０
０
０
円
、

乙
種
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７

０
０
円

□
申
込
期
間
　
　
月
３
日
　
～
　

１０

（月）

１４

日
　（金）

　
直
接
、館
林
消
防
本
部
ま
た

は
明
和
消
防
署
へ

　
明
和
消
防
署
（
山
　
・
３
１
３
１
）

８４

□
日
時
  　
月
１
日
　
　
午
前
　

１０

（土）

１０

時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院

□
内
容
　
ミ
ニ
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク
、

施
設
見
学
、
健
康
相
談
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店

◎
ど
な
た
で
も
ご
来
場
で
き
ま
す
。

　
病
院
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　

（
館
林
厚
生
病
院
総
務
課
内
山

　
・
３
１
４
０
）　

７２

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
４

１０

２８

（金）

時
よ
り

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院

□
参
加
費
　
無
料

□
講
師
　
五
箇
幸
子
先
生
（
館
林

厚
生
病
院
　
栄
養
室
主
任
）

　
不
要
、直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
館
林
厚
生
病
院
総
務
課
（
山

　
・
３
１
４
０
）　

７２
□
日
時
   　
月
１
日
　
　
午
前
９

１０

（土）

時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
大
泉
町
文
化
む
ら

□
内
容
　
不
動
産
、
商
業
登
記
、

相
続
、
債
務
整
理
な
ど
の
相
談

の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
の
か
た
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

　
当
日
会
場
に
て

　
群
馬
司
法
書
士
会
太
田
支
部

（
山
　
・
５
８
５
１
）

６０

　
県
内
で
は
、
年
間
約
５
０
０
人

が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
人
の
多
く
が
う
つ
病

な
ど
の
心
の
病
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
不
眠
が
２
週
間
以
上
続
く
と

き
は
、
う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
や
専
門
機
関
へ
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
福
祉
課
（
倡
１
４
４
）

　　
チ
ラ
シ
に
書
か
れ
た
「
宝
の
地

図
」を
ヒ
ン
ト
に
、両
毛
地
域
の
６

か
所
に
隠
さ
れ
た
宝
箱
を
探
し
出

す
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
宝
箱
に
書
か
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

を
チ
ラ
シ
に
記
入
し
て
応
募
す
る

と
、
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
も
ら
え

ま
す
。

□
開
催
期
間
   ９
月
　
日
　
～
　

２２

（木）

１０

月
　
日
　

３１

（月）

□
参
加
料
　
無
料

□
チ
ラ
シ
の
入
手
方
法
　

・
:（h

ttp
://w
w
w
.su
n
field
.n
e.

jp
/ry
o
u
m
o
u
k
o
u
ik
i/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

・
役
場
や
小
学
校
な
ど
で
配
布

　
企
画
財
政
課
（
倡
２
２
３
）

お

知

ら

せ

健
康
講
座
「
誰
で
も
な
る
涯

食
中
毒
の
予
防
対
策
」

図
書
館
に
「
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー
」
設
置

９
月
は
自
殺
予
防
月
間

で
す

群
馬
司
法
書
士
会
無
料

法
律
相
談
　

危
険
物
取
扱
者
試
験
　

第
７
回
病
院
ま
つ
り

（
館
林
厚
生
病
院
）

「
両
毛
広
域
都
市
圏
」

宝
さ
が
し
イ
ベ
ン
ト

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
　　　　　　事務局（石村）　　明和町大佐貫１６８
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問
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問

問

申
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（１７）広報めいわ　平成２３年９月１０日

□
入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に

困
っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居

す
る
予
定
の
か
た
、
ま
た
は

単
身
の
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
か
た
（
収
入
制
限
あ
り
）
。

□
申
込
期
間
　
　
月
１
日
　
～

１０

（土）

　
日
　

１５

（土）

□
入
居
可
能
日
　
平
成
　
年
１

２４

月
１
日
　（日）

□
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布

場

所
　
県

住

宅

供

給

公

社

（
前
橋
市
紅
雲
町
）
、
県
土
木

事
務
所
、
市
役
所
・
町
村
役
場

□
そ
の
他
　
入
居
者
は
、
公
開

抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

　
県
住
宅
供
給
公
社
（
山
０
２

７
・
２
２
３
・
５
８
１
１
姉
０

２
７
・
２
２
３
・
９
８
０
８
）
ま

た
は
:
（h

ttp
://w
w
w
.g
u
n

m
a
-jk
k
.o
r.jp
/

）
を
参
照

□
日
時
　
　
月
６
日
　
　
午
後

１１

（日）

２
時
～
午
後
４
時

□
テ
ー
マ
　
「
子
ど
も
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
学
ぼ
う
・
あ

な
た
が
変
わ
る
と
子
ど
も
が
変
わ
る
」

□
場
所
　
群
馬
会
館
ホ
ー
ル
（
前

橋
市
大
手
町
２
丁
目
１－

１
）

□
講
師
　
奈
良
教
育
大
学
　
岩

坂
英
巳
教
授

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン

タ

ー
（
山
０

２

７
・
２

６

３
・
１
１
６
６
）

　
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
賞
金
は
、
１
等
前
後
賞
合
わ

せ
て
２
億
５
千
万
円
、
少
額
賞

金
も
豊
富
で
す
。
こ
の
宝
く
じ

の
収
益
金
は
、
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
に
使
わ
れ
ま
す
の
で
、

群
馬
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　□
日
時
　
９
月
　

日
　

～
　

日

２２

（木）

２５

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（日）（
最
終
日
は
午
後
３
時
）

□
場
所
　
中
央
公
民
館
　
講
堂

□
入
館
料
　
無
料
　

　
中
央
公
民
館
（
山
　
・
４

８４

４
９
１
）

　
３
Ｂ
体
操
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ

ル
、
ベ
ル
タ
ー
と
い
う
道
具
を

使
っ
て
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ

て
行
う
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
健
康
体
操
で
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
、　
日
、　

１０

１８

２５

１１

月
１
日
、
８
日
、　

日
、　

日

１５

２５

※
い
ず
れ
も
火
曜
日

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
午

３０

後
３
時

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
か
た

５５

□
内
容
　
３
Ｂ
体
操
の
体
験

□
講
師
　
野
村
シ
ノ
ブ
さ
ん

（
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認

指
導
者
）

□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
料
　
無
料

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
社

会
福
祉
会
館
（
山
　
・
３
３

９１

０
１
）
へ
。

①
元
気
歯
つ
ら
つ
健
口
教
室

　
口
腔
機
能
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
た
め
の
教
室
で
す
。

□
期
日
　
　
月
４
日
、　

日
、

１０

１８

　
月
　
日
、　

日
、　

月
　

１１

１５

２９

１２

１３

日
、　

日
（
す
べ
て
火
曜
日
、

２７

全
６
回
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
前
　

１０

１１

時
　
分
３０

□
場
所
   社
会
福
祉
会
館
　
　

□
内
容
  歯
科
衛
生
士
に
よ
る

講
話
と
実
技
　
　
　
　
　
　

□
定
員
　
　
人
１５

②
お
た
っ
し
ゃ
食
楽
教
室

　
楽
し
く
、
し
っ
か
り
食
べ
て
、

健
や
か
な
高
齢
期
を
迎
え
る
た

め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　

　
講
義
   　
月
　

日
、
　

日
、

１０

１１

２５

　
月
　
日
、
　

月
６
日
、　

１１

２２

１２

２０

日
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　

１０

１１

３０

分
　
調
理
実
習
　
　
月
８
日
　
午

１１

前
　
時
～
正
午

１０

　
（
す
べ
て
火
曜
日
、
講
義
・
実

習
全
６
回
）

□
場
所
　

　
講
義
・
社
会
福
祉
会
館
　

　
実
習
・
中
央
公
民
館
調
理
室

□
内
容
   管
理
栄
養
士
に
よ
る

講
話
と
調
理
実
習
　
　
　
　

□
定
員
　
　
人
２５

①
②
共
通
　
　

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
か
た

６５

□
参
加
料
　
無
料

◎
希
望
者
に
は
、
自
宅
ま
た
は

近
辺
か
ら
の
送
迎
を
し
ま
す
。

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健

康
づ
く
り
課
内
山
　
・
３
１

８４

１
１
）
　
へ
。

こ
こ
ろ
の
県
民
講
座

県
営
住
宅
　
月
度
募
集

１０

の
ご
案
内

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
９
月
　
日
～
発
売

２６

募

集

し

ま

す

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

明
和
町
ア
マ
チ
ュ
ア
絵
画
展

３
Ｂ
体
操
教
室
（
全
６

回
）

元
気
歯
つ
ら
つ
健
口
教
室
、

お
た
っ
し
ゃ
食
楽
教
室

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

問問

問 申

申

問

申

問

�������

���

�������

���



（１８）

INFORMATION
　
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
健

や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
子
ど
も

の
成
長
と
子
育
て
を
地
域
全
体

で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
子
育
て

に
興
味
の
あ
る
か
た
が
自
信
を

持
っ
て
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ

う
に
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

礎
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　

日
　
、　

日

１０

２１

（金）

２４

　
、　

日
　
、　

月
　
日
　

（月）

３１

（月）

１１

１４

（月）

□
場
所
　
役
場
会
議
室
お
よ
び

中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

□
内
容
　
講
話
や
遊
び
・
子
育
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要

な
基
礎
知
識
・
技
術

□
対
象
　
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
意
欲
・
関
心
の
あ
る
か
た

□
定
員
　
　
人
程
度

３０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
７
日
　

１０

（金）

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
住

民
福
祉
課
（
瑚
　
１
４
４
）

□
日
時
　
　
月
～
　
月
の
第
２
、

１０

１２

４
水
曜
日
　
午
後
１
時
　
分
３０

～
午
後
３
時
　
分
３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
費
　
無
料
（
材
料
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

□
持
ち
物
　
毛
糸
、
か
ぎ
針

□
申
込
期
間
　
９
月
　
日
　
～

１４

（水）

　
日
　

２４

（土）
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
中

央
公
民
館
（
山
　
・
４
４
９

８４

１
）
へ

　
次
の
団
体
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
日
本
画
ク
ラ
ブ
・
絵
画
ク
ラ
ブ

（
中
央
公
民
館
）

□
内
容
　
絵
画
展
の
お
手
伝
い

（
中
央
公
民
館
内
）

□
期
間
　
９
月
　
日
　
～
９
月

２１

（水）

　
日
　

２５

（日）

□
募
集
人
数
　
　
人
１０

□
問
合
せ
先
　
中
央
公
民
館
（
山

　
・
４
４
９
１
）

８４
②
社
会
福
祉
協
議
会

□

内

容
　
災

害

救

援

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
（
被
災
地
で
の
片
付
け
、

泥
出
し
等
）

□
期
間
　
通
年
（
実
施
日
確
定
し

だ
い
連
絡
し
ま
す
）

□
場
所
　
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
ほ
か

□
問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
山
　
・
４
０
１
３
）

８４

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
マ
イ
タ
ウ

ン
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
タ
ウ
ン
支
援
セ
ン

タ
ー
（
役
場
・
広
報
編
集
室
内

　
倡
１
０
０
、
２
２
３
）

　
県
で
は
、
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

お
よ
び
登
録
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
登
録
後
に
研
修
が
あ

り
ま
す
の
で
、
医
療
に
関
す
る

特
別
な
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）
。

　
群
馬
県
健
康
福
祉
部
薬
務

課
　
薬
事
・
血
液
係
（
山
０
２

７
・
２
２
６
・
２
６
６
３
、
糸

y
a
k
u
m
u
k
a
@
p
re
f.g
u
n
m
a
.

jp

）

　□
日
時
   　
月
　

日
　
　
午
前

１０

２８

（金）

８
時
　
分
（
集
合
）
～
午
後
４

４０

時
（
帰
着
）

※
集
合
場
所
　
館
林
市
役
所

南
三
の
丸
南
面
駐
車
場

□
場
所
お
よ
び
内
容
　

　
▼
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
・
講
演
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
見

学
、
昼
食
（
※
昼
食
は
各
自
用

意
、
学
食
も
利
用
で
き
ま
す
）

　
▼
東
洋
水
産
珂
関
東
工
場
・
概

要
説
明
、
工
場
見
学

　
▼
群
馬
の
水
郷
・
揚
船
谷
田
川

め
ぐ
り
　
乗
船
体
験
　

□
対
象
　
館
林
邑
楽
地
域
在
住

の
小
学
生
お
よ
び
保
護
者

□
定
員
　
　
人
　
（
応
募
者
多
数

５０

の
場
合
は
抽
選
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
締
切
　
　
月
７
日
　
必
着

１０

（金）

　
参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年

齢
（
学
年
）
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
左
記
①
～
③
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
む

　
①
は
が
き
　
〒
３
７
４－

０

０
２
９
　
館
林
市
仲
町
　
番
１１

　
号
　
群
馬
県
東
部
県
民
局

１０館
林
行
政
県
税
事
務
所

　
②
F
A
X
　
姉
　
・
７
８
５
８

７３

　
③
ｅ
メ
ー
ル
　
糸ta

te
g
y
o
u

@
p
re
f.g
u
n
m
a
.jp

（
件
名
は

「
お
も
し
ろ
ツ
ア
ー
」
と
記
載
）

　
群
馬
県
東
部
県
民
局
館
林

行
政
県
税
事
務
所
（
山
　
・
４

７２

４
１
５
）

〈
広
告
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
ま
せ
ん
か
！

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

東
洋
大
学
＆
企
業
見
学
等
・

親
子
で
お
も
し
ろ
ツ
ア
ー

編
み
物
教
室
（
全
５
回
）

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基
礎
講
座
参
加
者
募
集

〈
広
告
〉

問

問 申

申

問

申

問

申

問

�������

���

�������

���



（１９）広報めいわ　平成２３年９月１０日

①
男
性
の
た
め
の
食
生
活
講
座

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

２７

（木）

時
　
分
～
午
後
１
時

４５

□
内
容
　「
生
活
習
慣
病
を
防
ご

う
」ミ
ニ
講
話
・
調
理
実
習

□
対
象
　
一
般
男
性

②
お
や
こ
の
食
育
教
室
　

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

２９

（土）

時
　
分
～
午
後
１
時

３０

□
内
容
　
た
べ
も
の
の
お
は
な

し
・
調
理
実
習

□
対
象
　
小
学
生（
幼
児
も
可
）お

よ
び
保
護
者

□
参
加
費
　
３
０
０
円

①
②
共
通
事
項

□
場
所
　
中
央
公
民
館
　

□
申
込
期
限
　
　
月
７
日
　

１０

（金）

□
持
ち
物
　
米
1
合
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
ふ
き
ん
1
枚

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
健
康

づ
く
り
課
（
倡
１
２
２
）
へ

□
日
時
　
　
月
５
日
　
・
６
日
　

１１

（土）

（日）

午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

□
面
積
　
６
㎡
（
３
m
×
２
m
）

□
参
加
費
　
１
日
一
区
画
に
つ
き

１
０
０
円

□
募
集
期
限
　
　
月
　
日
　
（
往

１０

２３

（日）

復
は
が
き
は
　
日
消
印
有
効
）

２３

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

取
扱
品
、
区
画
数
、
参
加
日
を

記
入
の
上
、
①
往
復
は
が
き
ま

た
は
②
ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

①
往
復
は
が
き
　
〒
３
７
４
倆
０
１

９
３
　
板
倉
町
泉
野
１
・
１
・
１

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
雷

祭
実
行
委
員
会
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
係

③
ｅ
メ
ー
ル
　
糸k

a
m
in
a
ri_
fe
s

1
1
@
y
a
h
o
o
.co
.jp

　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

雷
祭
実
行
委
員
会
（
山
０
７
０
・

６
５
２
１
・
９
７
８
６
　
対
応

時
間
午
前
　
時
～
午
後
　
時
）

１０

１１

▼
環
境
水
道
課

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝

線
管
渠
築
造
工
事
（
　

－

　

－

２３

１４

２
工
区
･
そ
の
２
）

場
　
　

所
　

田
島
地
内

予
定
価
格
　

１
、
７
８
０
万
円

落
札
価
格
　

１
、
７
２
０
万
円

業
　
　

者
　

荒
井
建
設
㈱

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝

線
管
渠
築
造
工
事
（
　

－

　

－

２３

１４

２
工
区
･
そ
の
１
）

場
　
　

所
　

田
島
地
内

予
定
価
格
　

１
、
６
９
０
万
円

落
札
価
格
　

１
、
６
３
０
万
円

業
　
　

者
　

原
工
業
㈱

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝

線
管
渠
築
造
工
事
（
　

－

　

－

２３

１５

５
工
区
）

場
　
　

所
　

大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　

１
、
６
２
０
万
円

落
札
価
格
　

１
、
５
７
０
万
円

業
　
　

者
　

新
和
建
設
㈱

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝

線
管
渠
築
造
工
事
（
　

－

　

－

２３

１５

　
工
区
）

１３場
　
　

所
　

矢
島
地
内

予
定
価
格
　

１
、
１
８
０
万
円

落
札
価
格
　

１
、
１
５
０
万
円

業
　
　

者
　

真
仁
田
土
建
㈱

明
和
町
上
水
道
配
水
管
布
設
替

工
事
設
計
管
理
業
務
委
託

場
　
　

所
　

斗
合
田
・
下
江
黒
・

大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　

２
８
１
万
円

落
札
価
格
　

２
７
０
万
円

業
　
　

者
　

㈱
協
和
設
計
事
務
所

▼
都
市
計
画
課

補
助
公
共
　

社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
　

川
俣
駅
周
辺

地
域
整
備
用
地
測
量
業
務
委
託

場
　
　

所
　

中
谷
・
外
１
地
内

予
定
価
格
　

４
３
５
万
円

落
札
価
格
　

３
９
８
万
円

業
　
　

者
　

東
武
設
計
㈱
群
馬

営
業
所

補
助
公
共
　

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
　

川
俣
駅
駅
前
広
場

（
東
口
）
詳
細
設
計
業
務
委
託

場
　
　

所
　

中
谷
・
外
１
地
内

予
定
価
格
　

８
１
５
万
円

落
札
価
格
　

７
５
８
万
円

業
　
　

者
　

東
武
設
計
㈱
群
馬

営
業
所

食
に
関
す
る
健
康
講

座
・
教
室
開
催

入
札
結
果
（
税
抜
）

明

和

短

歌

研

究

会

一
し
き
り
荒
れ
た
る
雷
雨
晴
れ
渡
り
北
斗
七
星
真
上
に
光
る

廃
車
し
て
引
き
と
ら
れ
た
る
コ
ン
バ
イ
ン
す
き
間
な
き
車
庫
意
外
に
広
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
岡
　
正
夫

流
失
の
六
角
堂
の
海
べ
り
に
厳
め
し
く
建
て
る
岡
倉
天
心
の
像

参
道
の
 陶
像
 狸
の
浴
衣

と
う
ぞ
う

 着
 は
力
士
の
如
く
大
男
に
見
ゆ

ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
下
　
一
江

池
の
 面
 を
も

 縮
緬
 模
様
に
か
き
立
て
て
大
夕
立
が
さ
つ
と
行
き
過
ぐ

ち
り
め
ん

中
天
に
満
月
照
ら
う
 夜
 の
庭
匂
い
豊
か
に
山
百
合
咲
け
り

よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
森
　
政
美

洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
る
備
え
と
か
揚
げ
舟
今
も
納
屋
に
つ
る
さ
る
　
　
　
　

長
湯
治
を
楽
し
み
し
祖
母
が
細
ご
ま
と
 記
 せ
し
日
誌
時
か
け
て
読
む

し
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
原
き
く
の

文芸まちの文芸まちの文芸まちの文芸まちの

東
洋
大
学
学
園
祭
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

空
間
放
射
線
量
測
定
結
果
に
つ
い
て

備考
測定値（単位：マイクロシーベルト）

所在地測定場所
月日
天候 地表５０ｾﾝﾁ１ﾒーﾄル

校庭・土0.1080.0890.085千津井東小学校

8/2 

曇り

校庭・土0.1030.1000.096川俣西小学校
校庭・土0.0930.0780.077新里中学校
園庭・芝0.1090.0980.089田島こども園
広場・土0.1390.0970.087南大島ふるさとの広場
校庭・土0.1010.0860.079千津井東小学校8/23

雨

のち

曇り

校庭・土0.0850.0760.074川俣西小学校
校庭・土0.0880.0860.073新里中学校
園庭・芝0.1020.0910.088田島こども園
広場・土0.1010.0960.080南大島ふるさとの広場

測
定
結
果
は
、
文
部
科
学
省
が
示
し
た
校
庭
の
暫
定
基
準
値
（
毎
時
３
．

８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
を
全
地
点
で
大
き
く
下
回
る
値
で
し
た

。

問

申 申

問
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【町の無料法律相談】　

□日　時　１０月１１日（火）　午前１０時～正午

□場　所   役場委員会室　

□対　象   明和町民　

□担　当　森尻弁護士

□受付期間　１０月１日（土）～８日（土）

　までに総務課へお申し込みください

※事前の予約が必要です。

【人権・行政・心配ごと相談】

□日　時　１０月１７日（月）　午前１０時～

　午後３時

□場　所　役場会議室

【年金相談】　

□日　時　１０月２０日（木） 午前９時３０分

～午後３時

□場　所　館林市役所（山７２・４１１１）

※事前の予約が必要です。

【健康相談】

□日　時　１０月４日（火）　午前９時３０分

～午前１０時３０分受付

□場　所　保健センター

□対　象　乳幼児・成人

【乳幼児健診】

□日　時　１０月１３日（木）　午後１時～

　午後２時受付

□場　所　保健センター

□対　象　２１年１０月、２２年１０月、

　２３年３月・６月生

※１０か月児健診はなくなりました。

８月の町の事件事故状況

シロツメクサ　（マメ科）

　記　立岡正夫

　江戸時代にオランダからガラス器具を箱に入れて、輸送する
時に、ガラス製品がこわれないようにこの草を乾燥させて、間
に詰めてきたので、詰め草と呼ばれました。その時一緒に持ち
込まれた種子が自然に生えて広がったものです。

　イギリスではホワイト・クローバーと呼ばれ、奇形の四つ葉が幸運

のしるしとして大切にされています。現在ではクローバーの名の

方がよく知れわたっています。　（千津井にて）　　　　　　　

　　　　　　　　　　

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と植物油インキを使用し作成しています。

（平成２３年８月１日現在）

　総人口　  １１，４９６人　（－７）
　　男　　　５，７４８人　（－６）
　　女　　　５，７４８人　（－１）
　世帯数　　３，８３４世帯（  ０ ）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病　……………… ２３件
　　士交通事故　………     ３件
　　士その他　…………… １０件
　　士合計　……………… ３６件 

８月の町の救急車出動回数

纂犯罪防止のためにも
　　　　　鍵をかけましょう

定期相談・健診

　士空き巣………………  １件
　士自動車盗……………  １件
　士非侵入窃盗…………  ５件　

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

真中医院
（７２）１６３０

いたくら内科
（７０）４０８０

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

さくま内科
（５５）２５００

板倉耳鼻咽喉
科

（８０）４３３３
９月１８日（日）

堀井乳腺外科
（５５）２１００

かさはら内科
（５５）２５３７

ミツワ診療所
（７０）３０３０

後藤内科医院
（７２）０１３４

－９月１９日（月）

田沼整形外科
（８８）９２２３

加藤医院
（８９）１０３１

こやなぎ
（小児科のみ）

（８０）２２２０

安楽岡医院
（７２）０５７２

－９月２３日（金）

高木整形外科
（６２）６６１１

群馬アレルギー
（８８）５６７８

阿部医院
（６２）５４２８

館林記念病院
（７２）３１５５

－９月２５日（日）

井上整形外科
（８２）１１３１

須田内科医院
（６３）１４１４

うえの医院
（７２）３３３０

ゆたか医院
（７３）７３０８

今村クリニッ
ク

（７０）２２２１
１０月２日（日）

ふじの木
（９１）４０７０

たなか医院
（６２）２８８１

おぎわら
（小児科のみ）

（６１）１１３３

横田胃腸科
（７２）４９７０

－１０月９日（日）

慶友整形外科
（７２）６０００

蜂谷病院
（６３）０８８８

堀越医院
（７３）４１５１

橋田内科
（７２）０００１

－１０月１０日（月 ）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急
夜　　　　間

（午後７時～午後１０時）
歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）
（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～午後３時

　士人身事故……………  ５件
　士物件事故…………… １２件

　纂交差点事故が多発
　　　　左右の安全確認の徹底


